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建築委員会が県土木部と意見交換　

建女ひばり会が県女性職員と座談会　

５支部が「道の日」美化清掃活動　

建退共電子申請のお知らせ

   

    

    

（建造物等）

旧上岡小学校校舎
久慈郡大子町上岡957-3

明治12年に学校創立し、後に大子小学校分教場となり、明治25年に上岡小学校として独
立した。その後、当地への移転に伴い、明治44年４月に１号校舎が建設された。２号校舎
は昭和12年２月に増築された。共に木造平屋建て屋根は亜鉛メッキ鋼鈑葺き、外壁は下見
板貼りである。現在は『上岡小跡地保存の会』が管理しており、地域住民の陶芸や絵画教
室など生涯学習の場として、また、テレビドラマや映画の撮影にも度々利用されている。

［出典：茨城県近代化遺産（建造物等）総合調査報告書　茨城県教育委員会刊］

http://www.ibaken.or.jp/
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建築委員会（沢畑正剛委員長）は８月 28 日、
茨城県土木部の建築指導課・営繕課・住宅課・検
査指導課との意見交換会を水戸市の協会本部で
開催しました。建築委員会では総合評価方式につ
いて、対象の拡大や評価内容の見直し、週休２日
制工事における施工実績の評価対象期間の延長
を要望。実態に即した円滑な施工確保へ意見を交
わしました。

沢畑委員長は「週休２日に
伴う適切な工期設定、諸物価
の上昇による適切な予定価格
の設定をお願いしたい。協会
は地域の基幹産業として社会
的使命を果たしてまいりたい」
とあいさつ。

県建築指導課の山田陽一課
長は「建築工事のさまざまな
課題を協議できる貴重な機会
であり、有意義な会議に」と

期待を寄せました。
議事では、県が本年度の執行計画や働き方改革

への取り組み、建設キャリアップシステム活用工
事、電子契約などを説明。

意見交換では、建築委員会が総合評価において
建築工事の適用拡大を要望。また総合評価の評価
項目で優良工事受賞の評価、工事件数評価の廃止
もしくは対象件数の減少を要望。そのほか竣工検
査の電子データのみの取り扱い、総合評価におけ
る週休２日制工事の施工実績評価対象期間の延
長、猛暑下の労務費補正も要請しました。

建女ひばり会（柳瀬香織会長）は８月 30 日、
茨城県土木部の女性職員との座談会を水戸市の
ホテル・ザ・ウエストヒルズ水戸で開催しました。
参加した会員 29 名と職員 14 名はグループに分か
れ、女性のキャリアアップや働き方改革などにつ
いて自由に意見を交わしました。

座談会は、建設業における女性のさらなる活躍
を促進するために開催。建女ひばり会を代表して
柳瀬会長が、県職員を代表して都市建設課の山口
和美技佐があいさつしました。

グループディスカッションでは、自己紹介の後、
女性のキャリアップや働き方改革などについて、そ
れぞれの状況や思いなどを自由に話し合いました。

キャリアアップや働き方改革などで意見を交わしました

山田建築指導課長

沢畑委員長

実態に即した評価を要望実態に即した評価を要望
県土木部と意見交換建築委員会

県土木部女性職員と座談会 建女ひばり会
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５支部が道路美化活動５支部が道路美化活動５支部が道路美化活動８月10日
「道の日」

鉾田支部（羽生義隆支部長）は８月 10 日、
茨城県鉾田工事事務所と協力して道路清掃活
動を実施。参加した約 100 人は、鉾田エリア
と行方エリアで可燃ごみ 51 袋分、不燃ごみ
29 袋分を回収しました。羽生支部長は「活動
を実施できたことに感謝する。無事故の作業
を」とあいさつしました。

鉾
田
支
部

水戸支部（下田德行支部長）は８月９日、
水戸市、旧内原町、笠間市、小美玉市、茨城
町、城里町、大洗町の７地区で美化活動を実施。
約 200 名が汗を流しました。下田支部長は無
事故の作業を強調。参加者は、道路の空き缶
やごみなどを２ｔダンプ７台を投入して回収
しました。

水
戸
支
部

境支部（新井孝支部長）は８月８日、茨城
県境工事事務所（塙広実所長）と協力して道
路清掃ボランティア活動を実施。支部員 43 社
をはじめ境工事事務所からも合わせて約 240
人が参加し、管内 13 路線の合計 111.8 ㎞区間
を活動範囲に、ごみ回収に汗を流しました。

境
支
部

常総支部（中川原勇支部長）は８月８日、
茨城県常総工事事務所などと道路美化活動を
実施。参加した 120 人は常総地区、下妻地区、
八千代地区で６班編成で約 12 ㎞にわたって、
ごみを拾い集めました。活動場所は国道 125
号、県道下妻停車場線、国道 294 号、県道土
浦境線など。

常
総
支
部

潮来支部（松﨑里志支部長）は８月７日、
茨城県潮来土木事務所と共に神栖中央公園周
辺で道路清掃活動を実施。参加した約 200 人
は４班に分かれ従事しました。松﨑支部長は

「今年も活動できたことに感謝申し上げる。道
路の重要性や大切さを理解いただければ」と
あいさつしました。

潮
来
支
部

本会の５支部は、８月 10 日の「道の日」に合

わせ、県内各地で茨城県土木（工事）事務所や市

町村と共に道路美化活動を実施、地域貢献に汗を

流しました。活動は社会貢献活動として毎年行っ

ており、「茨城県建設業協会」の旗を掲げ、建設

業協会の統一ベストなどを着用し、ごみ拾いや除

草などを行いました。他の支部につきましても後

日、活動を行います。
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水戸支部（下田德行支部長）は８月 24 日、茨

城県水戸土木事務所、茨城県造園建設業協会県北

支部と合同で、工事現場担当技術者を対象とした

研修会を県水戸合同庁舎で開催。労働災害防止対

策や熱中症予防対策、資源有効利用促進法の省令

改正に伴う手続きなどを研修しました。下田德行

支部長は「講習内容をしっかり学び、多くの方に

伝えてほしい」とあいさつしました。

茨城県は令和５年度９月の補正予算案をまと
めました。公共事業費は 33 億 7400 万円の増額補
正で、内訳は国補が 14 億 1900 万円、県単が 19
億 5500 万円。そのほか、ひたちなか地区土地造
成事業（用地取得、造成工事）に 46 億 2800 万円
などを計上しました。

公共事業費の概要は次の通りです。
【国補公共事業費】
◆ 緊急的に対応が必要な橋梁の修繕、耐震補

強、公園整備等＝ 10 億 400 万円
◆ 農地・土地改良施設の災害復旧（68 カ所）

等＝ 4 億 1500 万円
【県単公共事業費】
◆ 緊急的に対応が必要な河川・道路等の災害復

旧（49 カ所）＝２億 600 万円
◆ 河川や道路等の再度災害防止（40 カ所）＝

17 億 4900 万円

建女ひばり会（柳瀬香織会長）は８月９日、石

岡市、土木技術者女性の会東日本支部、建設業振

興基金と共に「夏休み！ドボジョと橋をみてみよ

う♪ in いしおか」を開催。小中学生に橋梁点検

を体験してもらい、上曽トンネル現場見学を行い

ました。柳瀬会長は「橋の構造や仕組み、トンネ

ルなどを勉強して、土木に興味を持っていただけ

たらうれしいです」とあいさつしました。

本会は、令和５年度の建設業経営者研修会の
テキストを茨城県土木部監理課と共に作成しまし
た。監理課のホームページに掲載しています。テ
キストはダウンロードができます。

テキストの主な内容は次の通りです。
◆県内建設業者の現況
◆入札契約制度の改善
◆適正な施工体制の確保
◆適正な下請契約の締結
◆建設業の労働災害防止
◆建設キャリアアップシステム
◆ＣＯＲＩＮＳの登録
◆公共事業のＩＴ化（建設 CALS/EC）
◆資源有効利用促進法
◆建設リサイクル法

現場担当者研修会を開催
水戸支部

公共事業費33億円を追加
県９月補正予算案

小中学生に土木を伝授
建女ひばり会

建設業経営者研修会
テキストをＨＰに掲載

小中学生と橋梁点検などを行いました



10
月
・
11
月
は
建
設
共
済
保
険
加
入
促
進
月
間
で
す

− 7 −

茨 建 協 ニ ュ ー ス第650号  令和5年9月15日

会員の動向
〈代表者変更〉

▽太田支部
　中央建設㈱　木村　幸裕 → 大髙　成就
▽高萩支部
　金成重機建設㈱　金成　和彦 → 鈴木　正行
▽鉾田支部
　㈱沼田工務店　沼田　一男 → 菊地　保之

建退共は建設業で働く労働者のための退職金制度です働 のための 金制設業で働働共は 業で働は建設 制度制めの退職金制働く労働働者のため働者のためめの退職金制制金制めめの 金制
独立行政法人 勤労者退職金共済機構
建設業退職金共済事業本部
建退共茨城県支部

TEL 029－225－0095　FAX 029－225－1158
https://www.kentaikyo.taisyokukin.go. jp

でです建退建 働者のための退職設業で働働共は 働は建設 制度金制めの退職働く労働働働者のため働 職金

令和５年10月1日 ～ 令和５年10月31日

令和５年度
建設業退職金共済制度加入促進強化月間

アプリでの不法投棄の通報に
ぜひご協力ください!!

アプリでの不法投棄の通報に
ぜひご協力ください!!

アプリでの不法投棄の通報に
ぜひご協力ください!!

茨城県では、スマートフォンの下記のアプリを
利用して、不法投棄された廃棄物の状況等を、写
真やコメント付きで、簡単に投稿できるようにな
りました。

県民の皆様の通報への御協力をお願いいたし
ます。

◎不法投棄通報アプリ：
　PIRIKA（ピリカ）

世界最大規模のごみ拾いアプリケー
ション。

地域の清掃活動の活性化に活用され、これまで
に約 80 万人以上が参加し、累計 1.4 億個以上の
ごみが回収されている。

ダウンロードはこちらから

　→ https://sns.pirika.org/

※ 詳しくは茨城県廃棄物規制課不法投棄対策
室ホームページをご覧ください。
　�h t t p s : / /www .p r e f . i b a r ak i . j p /
se i ka t sukankyo/ha i t a i / f uho /
　1 f u h o t o k i t a i s a k u / f u h o u t o k i
　taisaku.html

〈問い合わせ〉
茨城県廃棄物規制課　TEL 029（301）3035
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